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宗
祖
の
ご
讃

嘆
が
凝
縮
さ

れ
た
噫
の一字

を
拝
見
し
、

お
念
仏
に
感

動
さ
れ
た
そ
の
お
心
に
思
い
を

馳
せ
ま
す
。そ
の
お
六
字
を
私

も
喜
ば
せ
て
い
た
だ
く
日
々
の

中
で
、非
常
に
気
に
な
る
ニュ
ー

ス
に
接
し
ま
し
た
◆
自
坊
の
あ

る
三
木
市
は
現
在
約
７
万
４

千
人
の
人
口
で
す
が
、若
年
層

が
減
り
つ
つ
２
０
５
０
年
に
は

４
万
９
千
人
に
な
る
と
の
推

計
が
出
て
い
ま
す（
人
口
戦
略

会
議
）。ま
た
、日
本
全
国
で

は
年
間
86
万
人
の
人
が
亡
く

な
り
出
生
率
は
過
去
最
低
を

更
新
す
る
と
共
に
、
一
方
で

32
万
人
の
外
国
人
が
増
え
た

と
の
こ
と
で
す（
N
H
K
７

月
）。今
、社
会
は
激
変
の
途

上
に
あ
る
と
痛
感
し
ま
す
◆

も
ち
ろ
ん
、今
後
も
法
を
喜

び
、お
念
仏
に
生
き
る
こ
と
は

変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。た

だ
、僧
侶
と
し
て
法
を
伝
達

す
る
際
に
、こ
れ
ま
で
以
上
に

多
文
化
共
生
の
視
点
も
含
め

て
学
び
と
工
夫
が
必
要
に
な

る
だ
ろ
う
と
思
う
の
で
す
。

噫
、と
喜
ば
れ
た
宗
祖
へ
の
御

恩
を
大
切
に
す
る
た
め
に
も
。

播
磨
東
組 

報
恩
寺 

牧
野  

仁

兵庫教区教務所
ホームページ

兵庫教区教務所
facebook

７
月
30
日
、
本
願
寺
神
戸

別
院
１
階
研
修
ホ
ー
ル
に

て
「
本
願
寺
神
戸
別
院
・
兵

庫
教
区
教
務
所
・
兵
庫
教

区
教
化
セ
ン
タ
ー
改
修
工

事
建
設
委
員
会
」
が
開
催
さ

れ
た
。　

本
願
寺
神
戸
別
院
・
兵

庫
教
区
教
務
所
・
兵
庫
教

区
教
化
セ
ン
タ
ー
は
１
９

９
５
（
平
成
７
）
年
に
竣
工

し
、
来
年
に
は
30
年
の
節
目

を
迎
え
る
が
、
著
し
く
老
朽

化
が
進
ん
で
き
た
箇
所
を

中
心
に
外
壁
工
事
・
本
堂

屋
上
工
事
等
を
実
施
す
る

大
規
模
修
繕
が
必
要
な
状

況
に
な
っ
て
い
る
。そ
の
た

め
本
委
員
会
が
、
宗
会
議

員
・
組
長
会
長
・
教
区
会

議
長
・
別
院
責
任
役
員
・

門
徒
総
代
・
財
産
管
理
委

員
・
教
区
会
常
備
会
員
・

組
長
・
教
化
団
体
代
表
者

を
構
成
員
と
す
る
67
名
で

組
織
さ
れ
た
。

委
員
会
で
は
、
松
本
隆
英

輪
番
・
教
務
所
長
よ
り
趣

旨
説
明
と
事
業
完
遂
へ
の

ご
協
力
を
お
願
い
さ
れ
た
。

引
き
続
き
本
工
事
の
設
計

監
理
を
委
託
し
て
い
る

（
株
）
中
村
設
計
よ
り
調
査

報
告
書
の
説
明
と
改
修
工

事
の
概
要
と
予
算
に
つ
い

て
の
説
明
が
な
さ
れ
た
。

委
員
会
で
は
委
員
か
ら

多
く
質
問
や
要
望
を
頂
い

た
。本
委
員
会
の
委
員
長
に

は
吉
田
信
哉
組
長
会
長
・
副

委
員
長
に
は
谷
川
正
秀
教

区
会
議
長
が
選
出
さ
れ
、
宗

会
議
員
が
顧
問
に
就
任
し
、

そ
の
う
え
で
、
本
委
員
会
に

常
任
委
員
会
が
設
置
さ
れ

た
。今
後
は
、常
任
委
員
会
に

お
い
て
予
算
・
工
事
の
規
模
・

募
財
に
つ
い
て
の
案
を
検
討

し
て
い
く
こ
と
と
な
る
。

社
会
情
勢
が
激
変
す
る

中
で
、
宗
祖
親
鸞
聖
人
の
御

誕
生
八
百
五
十
年
、
立
教
開

宗
八
百
年
を
契
機
に
、
浄
土

真
宗
の
み
教
え
を
発
信
す

る
拠
点
と
し
て
、
ま
た
宗
門

を
と
り
ま
く
課
題
へ
対
応

す
る
兵
庫
教
区
の
教
化
セ

ン
タ
ー
と
し
て
使
命
を
達

成
す
る
た
め
、
こ
の
計
画
を

完
遂
し
次
世
代
に
受
け
継

い
で
い
く
取
り
組
み
が
始

ま
る
。

未
来
を
見
据
え
た
大
改
修
計
画

〜
本
願
寺
神
戸
別
院・兵
庫
教
区
教
務
所・教
化
セ
ン
タ
ー
〜
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改修案の提示（中村設計）



真宗とゆかりある比叡山のお堂
親鸞聖人はかつて20年間、比叡山で修学されていました。その比叡山には数多くのお堂がありますが、本連載では、特に浄土
真宗とゆかりがあるお堂をご紹介させていただきます。関わりを知ると、また違った視点からお参りできるかもしれませんよ。
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根
本
中
堂
は
東
塔
の
中
心
部
に

あ
る
比
叡
山
延
暦
寺
の
総
本
堂

で
、
最
澄
が
延
暦
七
年
（
七
八
八
）

に
創
建
し
た
「
一
乗
止
観
院
」
を
起

源
と
し
ま
す
。
現
在
の
建
物
は
織

田
信
長
の
焼
き
討
ち
後
、
徳
川
三

代
将
軍
・
家
光
が
寛
永
十
九
年
（
一

六
四
二
）
に
再
建
し
た
も
の
で
す
。

本
尊
は
最
澄
が
自
ら
彫
っ
た
と

伝
わ
る
薬
師
如
来
で
、
普
段
は
秘

仏
の
た
め
、
代
わ
り
に
宮
殿
前
に

御
前
立
像
が
安
置
さ
れ
て
い
ま

す
。
須
弥
壇
前
の
大
き
な
金
灯
籠

に
は
、
最
澄
が
本
尊
を
奉
安
し
た

際
に
と
も
し
た
灯
明
が
掲
げ
ら

れ
、
以
来
千
二
百
年
間
、
一
度
も

消
え
る
こ
と
な
く
現
在
ま
で
灯
り

続
け
て
い
る
の
で
「
不
滅
の
法

灯
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
ち
な

み
に
、
比
叡
山
の
僧
侶
に
は
灯
明

の
燃
料
で
あ
る
菜
種
油
を
、
毎
日

継
ぎ
足
し
続
け
る
と
い
う
大
切
な

役
割
が
あ
り
ま
す
。
も
し
油
が
断

た
れ
て
し
ま
う
と
灯
明
が
消
え
て

し
ま
う
た
め
、
よ
く
注
意
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
、「
油

断
」
と
い
う
言
葉
の
語
源
に
な
っ

た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

堂
内
は
手
前
か
ら
外
陣
・
中

陣
・
内
陣
に
分
か
れ
、
僧
侶
が
読

経
す
る
内
陣
は
三
メ
ー
ト
ル
ほ
ど

低
い
土
間
と
な
っ
て
お
り
、
本
尊

が
安
置
さ
れ
て
い
る
宮
殿
と
須
弥

壇
は
中
陣
・
外
陣
に
い
る
参
拝
者

と
同
じ
目
線
の
高
さ
に
な
り
ま

す
。
こ
れ
は
天
台
教
学
の
中
心
で

あ
る
、
す
べ
て
の
存
在
が
仏
に
な

る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
「
一

乗
」
の
教
え
を
意
味
し
ま
す
。
一

方
で
、
悟
り
を
得
た
仏
と
煩
悩
を

も
つ
私
と
で
は
現
実
に
は
大
き
な

隔
た
り
が
あ
る
た
め
、
そ
の
違
い

を
内
陣
の
土
間
と
中
陣
・
外
陣
と

の
高
低
差
で
あ
ら
わ
し
て
い
ま

す
。こ
の
よ
う
な
建
築
様
式
は「
一

乗
造
り
」
と
い
わ
れ
、
堂
内
の
造

り
そ
の
も
の
が
天
台
宗
の
「
法
華

一
乗
思
想
」
と
い
う
教
え
の
特
徴

を
あ
ら
わ
し
て
い
る
の
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
か
つ
て
比
叡
山
で

二
十
年
間
修
学
し
た
親
鸞
聖
人

は
、主
著
『
教
行
信
証
』
の
後
序
で
、

し
か
る
に
愚
禿
釈
の
鸞
、
建

仁 

辛
酉 

の
暦
、
雑
行
を
棄

て
て
本
願
に
帰
す
。

と
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う

な
こ
と
か
ら
、
し
ば
し
ば
「
親
鸞
聖

人
は
天
台
を
棄
て
た
」
と
い
う
声

を
聞
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
果

た
し
て
そ
う
で
し
ょ
う
か
。
確
か

に
聖
人
は
阿
弥
陀
仏
の
本
願
念
仏

に
帰
し
て
か
ら
は
、
比
叡
山
時
代

に
修
し
て
い
た
自
力
の
行
は
棄
て

た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
浄

土
真
宗
の
教
え
の
面
に
お
い
て

は
、
比
叡
山
で
学
ん
だ
「
一
乗
」
の

教
え
を
ベ
ー
ス
に
構
築
し
て
い
か

れ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
天

台
宗
は
、
教
え
の
面
で
は
す
べ
て

の
者
が
成
仏
す
る
こ
と
が
で
き
る

と
説
き
ま
す
。
し
か
し
、
現
実
に
は

な
か
な
か
煩
悩
か
ら
離
れ
る
こ
と

が
で
き
な
い
自
分
が
い
る
こ
と
も

事
実
で
す
。
そ
う
し
た
ギ
ャ
ッ
プ

の
中
で
、
教
え
の
面
で
も
実
践
の

面
で
も
、
凡
夫
が
ま
さ
し
く
生
死

の
迷
い
を
離
れ
て
仏
に
成
る
こ
と

が
で
き
る
真
の
一
乗
法
を
、
阿
弥
陀

仏
の
本
願
念
仏
に
み
て
い
か
れ
た

の
が
親
鸞
聖
人
だ
っ
た
の
で
す
。
す

な
わ
ち
、「
法
華
一
乗
」
か
ら
「
本

願
一
乗
」
へ
の
仏
道
の
転
換
で
す
。

根
本
中
堂
に
お
参
り
さ
せ
て
い

た
だ
く
度
に
、
こ
の
比
叡
山
と
い

う
地
が
浄
土
真
宗
の
原
点
で
あ
る

こ
と
を
思
わ
ず
に
お
れ
ま
せ
ん
。

相
愛
大
学 

非
常
勤
講
師

阪
神
西
組 

信
行
寺
住
職

四
夷 

法
顕

し

い

ほ
う
け
ん

吉
田
信
哉
委
員
長（
組
長
会
長
）

谷
川
正
秀
副
委
員
長（
教
区
会
議
長
）

松
本
隆
英
事
務
長（
輪
番
・
所
長
）

【
顧
問
】

鹿
多
証
道（
宗
会
議
員
）

豊
原
正
尚（
宗
会
議
員
）

池
本
史
朗（
宗
会
議
員
）

北
本　

誠（
宗
会
議
員
）

【
常
任
委
員
】

藤
花
裕
行（
別
院
責
役
）

松
尾
吉
庸（
別
院
総
代
）

吉
田
基
毅（
別
院
総
代
）

渡
邉
真
二（
別
院
総
代
）

濱
田
明
彦（
別
院
総
代
）

近
藤
龍
樹（
別
院
財
管
）

高
田
哲
藏（
教
区
会
副
議
長
）

光
森　

智（
阪
神
西
組
長
）

宮
里
俊
哲（
神
明
組
長
）

八
田
宗
晃（
播
磨
東
組
長
）

花
圓
清
明（
神
崎
組
長
）

藤
朶
義
文（
新
宮
組
長
）

西
本
顕
俊（
氷
上
西
組
長
）

善
藤
正
雄（
城
崎
組
長
）

【
委
員
】

西
畑
博
亮（
別
院
財
管
）

別
所
法
宣（
別
院
財
管
）

岸
田
昭
弘（
別
院
財
管
）

石
原
幸
忠（
別
院
財
管
）

建
部
典
夫（
常
備
会
員
）

秋
田　

清（
常
備
会
員
）

藤
井
正
憲（
常
備
会
員
）

西
田
啓
一（
常
備
会
員
）

渡
邊
昌
人（
常
備
会
員
）

大
西
宝
雲（
常
備
会
員
）

矢
尾
孝
夫（
常
備
会
員
）

釋
水
正
章（
常
備
会
員
）

乾　

智
也（
阪
神
東
組
長
）

英　

一
祥（
阪
神
南
組
長
）

末
井
明
尚（
阪
神
北
組
長
）

上
田
泰
昭（
神
戸
東
組
長
）

廣
瀬
久
晴（
神
戸
中
組
長
）

鷲
尾
衛
鳳（
神
戸
湊
組
長
）

藤
本
英
孝（
神
戸
西
組
長
）

平
原
和
貴（
北
摂
組
長
）

巖　

照
正（
淡
路
組
長
）

北
角
繁
夫（
播
磨
中
組
長
）

岩
本
直
樹（
多
可
組
長
）

井
上
浩
義（
加
古
川
組
長
）

佃　

大
玄（
高
砂
組
長
）

小
井
田
善
之（
神
姫
組
長
）

藤
谷
嘉
伸（
姫
路
東
組
長
）

横
山
正
仁（
姫
路
南
組
長
）

中
島
正
思（
姫
路
中
組
長
）

加
古　

淳（
姫
路
西
組
長
）

菅　

祐
範（
網
干
組
長
）

山
口
威
夫（
揖
龍
東
組
長
）

辻　

清
昭（
揖
龍
西
組
長
）

村
上
順
照（
赤
穂
南
組
長
）

三
輪
善
紀（
赤
穂
北
組
長
）

藤
井
章
乘（
宍
粟
組
長
）

近
藤
公
瑞（
佐
用
組
長
）

畑
岡
俊
成（
多
紀
組
長
）

古
川
大
悟（
氷
上
東
組
長
）

森
田
龍
司（
朝
来
組
長
）

伊
藤
礼
智（
養
父
組
長
）

内
田
完
史（
出
石
組
長
）

中
西
慎
二（
岡
山
北
組
長
）

尾
ノ
井
み
ゆ
き（
仏
婦
委
員
長
）

野
村
幸
男（
仏
壮
理
事
長
）

前
田
正
英（
門
推
会
長
）

【
計
67
名
・
敬
称
略
】

別
院
改
修
工
事

建
設
委
員
会

け
ん

し
ょ
う
じ

ぐ
と
く

げ
じ
ん

お
ま
え
だ
ちし

ゅ
み
だ
ん

く
う
で
ん

い
ち
じ
ょ
う
し
か
ん
い
ん

ほ
ん
が
ん

ぞ
う
ぎ
ょ
う

す

に
ん
か
の
と
の
と
り

根
本
中
堂
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７
月
２
日
、
但
馬
ブ
ロ
ッ

ク
担
当
に
よ
る
「
組
長
・
副

組
長
等
合
同
研
修
会
」が
西

村
屋
ホ
テ
ル
招
月
庭
で
開

催
さ
れ
、１
２
０
名
を
超
え

る
参
加
者
が
集
ま
っ
た
。

久
々
の
地
域
開
催
と

な
っ
た
今
回
の
研
修
で
は
、

龍
谷
大
学
大
学
院
実
践
真

宗
学
研
究
科
特
任
教
授
の

葛
野
洋
明
師
を
講
師
に
迎

え
、「
い
ま
・
こ
れ
か
ら
の

寺
院
に
お
け
る
伝
道
実
践

〜
先
行
事
例
か
ら
う
か
が

う
〜
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
が

行
わ
れ
た
。参
加
者
は
、
具

体
的
な
事
例
を
通
じ
て
実

践
的
な
学
び
を
深
め
た
。

７
月
22
日
か
ら
24
日
ま

で
、
兵
庫
教
区
少
年
連
盟
の

「
第
61
回
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
」

が
揖
龍
東
組
西
福
寺
で
開

催
さ
れ
た
。教
区
内
の
寺
院

を
会
所
と
し
て
開
催
さ
れ

る
の
は
５
年
ぶ
り
と
な
る
。

参
加
者
は
約
50
名
で
、小

学
３
年
生
か
ら
中
学
２
年
生

ま
で
が
集
ま
っ
た
。ク
ラ
フ

ト
や
カ
レ
ー
づ
く
り
、
流
し

そ
う
め
ん
や
ウ
ォ
ー
ク
ラ

リ
ー
な
ど
を
通
じ
て
多
く
の

思
い
出
を
作
り
、
最
終
日
に

は
ラ
ン
ド
セ
ル
工
場
見
学
も

行
わ
れ
、
子
供
た
ち
は
新
た

な
発
見
に
満
ち
た
３
日
間

を
過
ご
し
た
。

親
鸞
聖
人
御
誕
生
８
５

０
年
・
立
教
開
宗
８
０
０

年
慶
讃
法
要
前
進
座
特
別

公
演「
花
こ
ぶ
し
」が
、
７
月

23
日
に
神
戸
文
化
ホ
ー
ル

で
上
演
さ
れ
た
。

本
作
は
、
親
鸞
聖
人
の

妻
・
恵
信
尼
の
視
点
か
ら
、

夫
と
し
て
家
族
と
し
て
の

親
鸞
聖
人
の
姿
を
描
い
た

感
動
的
な
劇
で
あ
る
。当
日

は
、
教
区
の
寺
院
や
門
徒
、

別
院
門
徒
、一
般
の
方
々
な

ど
約
４
３
０
人
が
観
劇
し
、

深
い
感
銘
を
受
け
た
。

７
月
28
日
、兵
庫
教
区
蓮

華
会
が
研
修
会
を
開
催
。落

語
家
の
桂
春
蝶
師
匠
と

A
B
C
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の

桂
紗
綾
さ
ん
を
お
招
き
し

た
。研

修
で
は
、釈
徹
宗
さ
ん

監
修
の
落
語『
鏡
の
中
の
親

鸞
〜
歎
異
抄
よ
り
〜
』
が
上

演
さ
れ
、「
正
信
偈
・
ひ
か

り
に
な
っ
た
王
子
さ
ま
」
の

朗
読
も
行
わ
れ
た
。本
邦
初

公
開
の
演
目
の
素
晴
ら
し

さ
に
加
え
、
お
二
人
の
魅
力

あ
ふ
れ
る
対
談
も
あ
り
、見

ど
こ
ろ
満
載
の
充
実
し
た

研
修
と
な
っ
た
。

７
月
29
日
、
公
聴
会
が

開
催
さ
れ
、「
賦
課
基
準
の

見
直
し
に
か
か
る
総
局
試

案
」
に
つ
い
て
説
明
が
行

わ
れ
た
。

会
場
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で

約
１
３
０
名
が
参
加
し
、
質

疑
応
答
で
は
多
く
の
質
問

や
意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
。新

た
な
賦
課
制
度
に
対
す
る

関
心
の
高
さ
が
伺
え
、重
要

な
意
見
交
換
の
場
と
な
っ

た
。寺

院
子
弟
連
絡
協
議
会

主
催
の
寺
院
子
弟
交
流
イ
ベ

ン
ト
「
テ
ラ 

メ
イ
ツ 

フ
ェ
ス
」

が
、８
月
19
日
教
区
子
ど
も
・

若
者
ご
縁
づ
く
り
協
力
の
も

と
開
催
さ
れ
た
。「
テ
ラ
メ
イ

ツ
」は
、寺
院
子
弟
を
対
象
と

し
た
ご
縁
づ
く
り
活
動
を
目

的
に
兵
庫
教
区
で
新
た
に

作
ら
れ
た
名
称
で
あ
る
。当

日
は
、
教
区
内
か
ら
30
代
ま

で
の
寺
院
子
弟
約
30
名
が

参
加
し
、
モ
ル
ッ
ク
や
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
を
通
じ
て
親
睦

を
深
め
た 

。

８
月
24
日
に
神
戸
別
院

で
初
の
「
夏
祭
り
」
が
開
催

さ
れ
た
。子
ど
も
会
の
サ

マ
ー
ス
ク
ー
ル
参
加
者
を

は
じ
め
、
多
く
の
地
域
住
民

が
訪
れ
た
。

17
時
に
開
場
し
、唐
揚
げ

や
か
き
氷
、
射
的
や
ス
ー

パ
ー
ボ
ー
ル
す
く
い
の
縁

日
コ
ー
ナ
ー
が
賑
わ
っ
た
。

そ
の
後
、吉
本
興
業
の
漫

才
師
「
モ
ン
ス
ー
ン
」
が
登

壇
し
、
会
場
を
笑
い
に
包
ん

だ
。続
い
て
、
モ
ン
ス
ー
ン

進
行
に
よ
る
ビ
ン
ゴ
大
会

が
行
わ
れ
、
約
１
０
０
名
が

豪
華
賞
品
を
目
指
し
て
大

い
に
盛
り
上
が
っ
た
。多
く

の
笑
顔
が
印
象
的
な
夏
の

思
い
出
と
な
っ
た
。

組
長
・
副
組
長
合
同
研
修
会
、

活
発
な
学
び
の
場
に

笑
い
と
楽
し
さ
満
載
！

モ
ダ
ン
寺
初
の
夏
祭
り

笑
顔
あ
ふ
れ
る
！

第
61
回
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル

蓮
華
会
講
演
会

落
語
×
朗
読

記
念
公
演「
花
こ
ぶ
し
」

親
鸞
聖
人
と
恵
信
尼
さ
ま

新
た
なご縁

づ
く
り
の
か
た
ち

公
聴
会
開
催
、「
賦
課
基
準
の

見
直
し
」説
明
に
高
い
関
心

新たな出会いと絆

楽しい夏の思い出

初開催で盛況の夏祭り

喝采に包まれて

引き込まれる対談

熱心に学ぶ参加者

真剣な議論が交わされた



4

川原 梨花 さん
かわはら り か

竹内 俊之 さん
たけうち としゆき

７
月
１
日
付
で
川
原
梨
花

さ
ん
（
京
都
教
区
城
南
組
専

琳
寺
）
が
、
東
京
教
区
教
務

所
・
築
地
本
願
寺
よ
り
入
所

い
た
し
ま
し
た
。

２
０
２
４
（
令
和
６
）
年
８

月
26
日
付
で
、
竹
内
俊
之
さ

ん
（
兵
庫
教
区
実
践
運
動
委

員
会
委
員
長
・
揖
龍
東
組
浄

蓮
寺
）
が
「
御
同
朋
の
社
会
を

め
ざ
す
運
動
（
実
践
運
動
）」

中
央
委
員
会
委
員
長
に
就
任

さ
れ
ま
し
た
。

７
月
１
日
付
で
天
野
将
智

さ
ん
（
事
務
職
員
取
扱
）
が
、

鹿
児
島
教
区
教
務
所
へ
異
動

い
た
し
ま
し
た
。

新
職
員
紹
介

宗
派
実
践
運
動
委
員
長
に

竹
内
俊
之
氏
が
就
任

異

動

 26日 （火） 14時
 27日 （水） 10時
   14時
 28日 （木） 10時

逮 夜 法 要
日 中 法 要
大逮夜法要
満日中法要

2024年
11月26日（火）～28日（木）

期 日

若林眞人 師
（大阪教区中島東組光照寺）

ご 法 話

公式チャンネルにて動画配信中

令和六年度  本願寺神戸別院

報恩講法要

2
0
2
5
年
版「
仏
婦
手
帳
」受
付
開
始

新
研
修
読
本
が
抜
粋
版
と
し
て
再
販
！

心温まるご法話や仏婦活動の紹介、本願
寺・神戸別院の法要行事などを掲載。
み教えと共に素敵な一日を始めましょう。

お待たせしました！
『新研修読本』が
抜粋版で
再販されます。

ご注文は
QRコードから！

振込用紙同封
（振込手数料ご負担）

11月上旬（送料着払い）

小池秀章さん
（仏婦総連盟講師）

600円（税込）1,000円（税込）

ご注文は
QRコードから！

・『教義編（宗教・仏教・浄土真宗）』
・『作法編』 
これらを抜粋して製本しました。
『実践運動編』『連研ノートE編』
『資料編』は、神戸別院サイトから
無料ダウンロード可能です。

発　刊　2024年10月1日
お支払　3,000円以上で送料・振替手数料無料
内　容

お支払

お届け

ご法話


